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タイトル 

「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群調査研究成果 5館連携展示会 

海の道むなかた館特別展「古代ムナカタ海人の世界」開催 

概要（発表内容を簡単に記入してください） 

「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群保存活用協議会(本市、福岡県、福津市、宗像大

社)では、「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群の価値をより一層高め、広くその価値を

理解してもらうため、様々な機関と連携して調査研究を進めているところです。 

 そこで、今秋、本遺産群のガイダンス施設「海の道むなかた館」をはじめ、九州国立博

物館、九州歴史資料館、福津市歴史資料館、宗像大社神宝館の５館が連携した最新の調査

研究の成果や知見を発表する展覧会を開催します。 

本市では、「古代ムナカタ海人の世界」と題し、近年の発掘調査成果から、沖ノ島祭祀

を支えたであろう古代ムナカタ海人たちの実像に迫ります。 

 

内容（発表内容のポイントを記入してください。別紙資料でも可能） 

〇名称： 

世界遺産「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群調査研究成果５館連携展覧会 

「ムナカター祈り・暮らし・交わりー」 

令和 2年度 海の道むなかた館特別展「古代ムナカタ海人の世界」 

 

〇会期：令和 2年 9月 19日(土)～令和 2年 11月 29日(日) 

 

〇展示内容： 

近年の発掘調査から出土した考古遺物を中心に、縄文時代から続くムナカタ海人たちの

実像に迫ります。展示では、太神美香先生の漫画『海の民宗像-玄海灘の守り神-』の漫

画イラストを同時展示し、一般の方々にも分かりやすい展示となっています。 

 

〇関連イベント： 

①研究成果報告会「謎とき！ムナカタ」 

 一般の方々に各館の展覧会の見どころや最新の研究成果を解説する報告会を開催。 

         

②５館周遊クイズラリー「ムナカタの謎にせまる！」： 

各館に設置されたクイズの答えから秘密のキーワードを解き明かし、特設サイトから回

答する。抽選で「オリジナルマスク」や「オリジナルトートバッグ」をプレゼント。 

 

※①、②とも詳細は別紙参照。 

本件に関する報道関係者の方のお問い合わせ先（所属、担当者名、℡） 

宗像市役所 文化財課 豊崎 晃史 TEL0940-62-2600（海の道むなかた館） 

 


